
「人材育成部門に配属された新人の OJT を始めるに当たって、新人に手渡す資料」 

「人材マネジメント論の基本概念に関する７つの Q&A」   
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Q1  採用プロセスの要点３つを簡潔にまとめてください（人材を獲得する） 

 

Q2  Off-JT,OJT における人材育成部門の役割を述べてください（人を育てる） 

 

Q3  労働意欲と企業の成果の関係性を説明してください（人材を評価する） 

 

Q4  高い意欲やモチベーションのある社員を、組織の戦略達成に方向づけるためのツールを説明してくださ

い（人材を処遇する） 

 

Q5  人材の異動において、自己申告異動、社内公募を採用する目的と条件を述べてください（人材を動かす） 

 

Q6 働きやすさの第一の要素である職場環境と、第二の要素であるライフワークバランスについて、最近のニ

ュースでの関心ごとを想起して考えを述べてください（人材を尊重する） 

 

Q7  正規雇用の弱みとしてコスト面が挙げられる。非正規雇用の人材との組み合わせで得られる効果と、人

材戦略について述べてください。（人材を組み合わせる） 

 

 

A1 ①どういう資格や資質、能力、経験などを持った人を採用したいか決める 

  ②組織の外部から募集をし、候補者のグループ作成をする 

  ③採用の候補者がどのような資質、能力、経験を持っているかを組織内に必要なスペックとマッチするか

を判定し、選考する 

 

A2 企業が経験の場を用意し、人材が育つ環境をプロデュースし評価する（OJT）。人材育成部門はその育成努

力を支援し、必要な時には配置転換をして働く人にチャンスを与える。Off-JT の役割として、組織外部で研修

等を受けた従業員の能力をどこで活用できるか支援を考えること。 

 

A3・A4 従業員の能力を把握し、従業員が意欲的に働ける環境を水路づけること。従業員のスキルが企業の考え

ることと合致しなかったり、現況での役割が物足りない時期にある場合、従業員の意欲は下がる可能性がある。

これは企業の成果に反映するものではなくなる可能性があるため、配置換え等により戦略上必要な貢献を引き

出す必要がある。 

 

A5 目的は、個人の主体的なキャリア開発。条件はふたつ。ひとつは、働く人が自分の望むキャリアと、その



ためにはどのような仕事に就くかを現実的なイメージを持っていること。ふたつめは企業がその人材をどう活

用していくかというプランや考え方を持っていること。 

 

Q6 環境・・・ハラスメント対策に関すること 

  ライフワークバランス・・・多様な価値観、スキル、家族のありかたに柔軟に対応できる働き方の提案と

支援に関すること 

 

Q7 正規雇用は、コストがかかることも一面としてある。非正規雇用者の積極的な採用と活用により、正規雇

用にかかるコストを削減でき、また、非正規雇用を尊重することで、非正規雇用の人のやりがいや活性化につ

ながり企業の生産性があがる 


